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食事用の包装に関して、包装プラごみは、6人分、 
二日間で、45リットルのゴミ袋に一杯！ 

と目が覚めました。 

 

 

 

新聞紙を折ってゴミ袋を作成。使用済みアルミホイルを 
ガスコンロの下に敷く。再々利用。  

 

 

 

 

 

 

 

1) 日当たりの良い所に置く。 
2) 生ゴミを小さくして、乾燥機に入れる。港区では、 

その機器の補助金が支給される。（暑いと虫もわきません。 

コンポストに当たる太陽の熱で、虫たちは、みんな天国へ） 

 

 

 

瓶、プラ・リサイクルだけでなく、購入時のポイントは、 
福島、難民支援にも使える。 
☆おばあさんのつぶやき：（難民の方を思うと、何も 
できなくて、胸がつぶれそうで、祈りしかありません。） 

 

 

1）福島に住み、被災者と生活を共にしているシスターたち 
から「福島の今」を学んでいる。 

2）食器の油は、ふき取ってから、洗う。（下水や水の汚れ、 
下水をきれいにする微生物の働きを助けるため） 
ソーラー蓄電、いざと言う時に役立つ。



 

 

 

「食べ物の声が聴こえました。」「可燃・不燃ごみの声が 
聴こえました。」「リユースごみの声も聞こえました。」 
と言う発想が生まれた。 

 

 

 

この団体の冊子の購読も、福島からの声を直接聴くことも重要。 

 

 

 

1) 個人として：ともに祈る。 
2) 外国の方を応援して、共に集う。 
(国境を越えた関わりを紡ぐ。今年度は主にメールで･･･） 

   

 

 

大自然は、そっといのちの循環と神秘を教えてくれる。 
1. 耕す 2.種蒔き 3.育む 4.実る 

 

 

 

生ごみ処理と堆肥作り 
自然の恵み・干し柿作り おいしそう～～！ 

   

 

 

コロナ発生から間もなく、国際 HP上の祈りを、高齢のシ
スター方は、ほぼ 2年間、毎日唱えている。この熱意では
コロナ菌もコロリ? 

 

終わりに 


